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知的財産戦略推進プログラムの更新について 
 

本市では、知的財産を活用した産業振興の方向性を定めた「川崎市知的財産戦略」を 2018（平成

30）年 3月に改定し、同戦略の実現に向けた戦略的・体系的な施策群として 2018（平成 30）年度か

ら 2021（令和 3年）年度までの 4年間を対象期間とする「知的財産戦略推進プログラム」を策定しま

した。 

本年度をもって、上記プログラムが策定から 4年の期間が経過するにあたり、国の「知的財産推進

計画 2021」や「川崎市知的財産戦略」の基本方針を踏まえつつ、「川崎市総合計画」第 3 期実施計画

や「かわさき産業振興プラン」第 3期実行プログラムとの整合性を図り、2022（令和 4）年度から

2025（令和 7）年度までの 4年間を対象として「知的財産戦略推進プログラム」を更新しました。 
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知的財産戦略推進プログラム 

１ 期間 
このプログラムが対象とする期間は、2022（令和 4）年度から 2025(令和 7)年度までの 4年

間としています。 

 

２ 目的 

 このプログラムは、「川崎市知的財産戦略」の基本方針を実現するため、同戦略で定められ

た 7 つの施策を踏まえ戦略的・体系的に 26 事業を具体化したものです。 

新型コロナウイルス感染症の拡大や海外情勢など、社会経済環境が非連続で変化する中、市

内事業者の経営は厳しい状況が続くものと見込まれることから、知的財産の活用を通じて構築

してきた事業者・大学などの市内外のネットワークを効果的に活用し、付加価値の高い製品の

創出や販路拡大等を促進し、本市産業の活性化に向けた各種事業を体系的に推進します。  

 

３ 推進体制 

 本市においては、プログラムの効果的な実施のために、「川崎市知的財産戦略」の推進や施

策立案、各事業の見直しを図るとともに、経済産業省、特許庁、日本弁理士会などの外部機関

との連携を推進します。また、各施策の着実な実施と広報等による情報発信を積極的に行い、

企業や市民への浸透を図ります。 

 公益財団法人川崎市産業振興財団においては、総合的な相談支援サービスの提供機関として

市内中小企業の経営状況を的確に把握し、支援を必要とする中小企業に対して、知的財産の活

用をはじめとする各種支援策につなげることにより、市内中小企業の課題解決や競争力の強化

を図り、持続可能な経営につなげます。具体的には、出張キャラバン隊などの企業活動訪問を

一層強化して取り組みを推進します。 

 

４ 体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基本方針＞        ＜施 策＞          ＜ 事 業 ＞ 
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５ 知的財産戦略推進プログラム 

 

（１）新技術・新製品開発支援 

 ①  研究開発の支援 

    中小企業が行う新技術・新製品開発や大学等との共同研究開発、福祉製品等の開発・

改良に要する経費を補助します。また、補助事業に必要な特許等の利活用に要する経費

も併せて補助対象とします。また、環境分野においては、産学公民連携による共同研究

を実施し、環境研究の場の提供や環境技術開発等の契機を創出することで環境技術等の

研究・開発を支援します。 

② 産学官研究開発体制の構築 

    公益財団法人川崎市産業振興財団が有する産学官ネットワークとコーディネート支

援機能を活かし、中小企業・大学の連携による戦略的な研究開発プロジェクトの創出を

図ります。 

 

（２）相談・コンサルティング 

  ① 窓口相談、専門家派遣及び企業訪問の強化 

    知的財産に関する窓口相談を実施します。また、出張キャラバン隊などの企業訪問活

動や専門家派遣によって、知的財産に関する施策の紹介や診断・助言、知的財産戦略策

定の支援等を行います。中小企業に対して、各種支援策の積極的な活用を促進すること

で、知的財産活用による競争力の強化や、自らが創造した知的財産の権利化・保護を図

ります。 

  ② 市有特許の活用促進 

    本市が行う研究活動を通じて生み出された保有する特許等について積極的に情報発

信を行うとともに、市内企業によるそれらの活用に関する相談機能を強化します。 

 

（３）国際化支援 

  ① 国内外の社会経済環境の変化に対応した海外展開支援 

    成長著しいＡＳＥＡＮ等多様な地域や、製造業以外も含めた多様な業種への支援、ま

た販路や代理店及び製造委託先の開拓、業務提携など個々の企業の様々なニーズに対応

した海外展開支援を行います。 

  ② 国際展開における相談・情報提供機能の提供 

    川崎市海外ビジネス支援センター（ＫＯＢＳ）において、海外ビジネスに関する知的

財産などの情報提供サービスを行います。 

 

（４）人材育成 

  ① 知的財産スクールの実施(重点事業) 
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    経営戦略に知的財産の視点を活かすための基礎的なカリキュラムで構成された「かわ

さき知的財産スクール」を実施し、知的財産人材を育成します。 

 

  ② セミナーの実施 

    中小企業等を対象とする各種セミナーにおいて、知的財産に関する基本的な知識や制

度改正に対応する高度な専門知識の習得など幅広いテーマでのセミナーを実施するこ

とにより多様な知的財産人材の育成を図ります。 

  ③ 研究会の実施 

    中小企業における知的財産戦略の重要性への理解を深めるとともに、特許を活用した

新たな事業化を進める際の問題点や具体的な解決方法等を学ぶ研究会を開催します。 

  ④ 科学技術に関するセミナーの実施 

    市内に立地する大学等の研究機関の研究開発内容や科学技術に関するセミナー、フォ

ーラム等を開催することで、先端科学技術の成果を研究者や技術者に還元し、知的財産

の創造や活用に資する研究・開発を促進します。 

  ⑤ 基盤技術の高度化やデジタル技術の活用に関する研修の実施 

    ＣＡＤ/ＣＡＭ、３Ｄプリンタ、ＩＣＴ、デジタル技術の活用などに関する研修を実

施することで、高度な技術・技能を持つ技術者などの産業人材を育成し、知的財産の創

造や活用の担い手としての市内中小製造業者等の技術力の向上を図ります。 

  ⑥ 科学技術・知的財産教育 

    教育現場等において、知的財産の創造の源となる科学技術に触れる機会の提供など、

次代の担い手への科学技術・知的財産教育を充実します。 

 

（５）知的財産モラルの醸成・発信 

  ① 身近に知的財産にふれる機会の提供 

    「音楽のまち・かわさき」、「映像のまち・かわさき」、「しんゆり・芸術のまち」

などの取組を推進する中で、市民が音楽や映像など身近な知的財産に触れる機会を提供

し、啓発を図ることで、知的財産に対する意識を高めていきます。 

  ② 市民向け生涯学習講座の実施 

    市民向け生涯学習講座等において知的財産や科学技術の重要性を認識し、意識を啓発

するセミナーを実施します。 

  ③ 職員の意識向上 

    本市が率先して知的財産モラルの醸成・発信を行うとともに、本市が保有する知的財

産の活用を積極的に図るため、本市職員の知的財産に対する意識向上を図ります。 

 

（６）技術移転・交流促進 

  ① 知的財産交流会（知的財産マッチング支援）の実施(重点事業) 

 中小企業の新製品開発等の新事業展開を支援することを目的に、大企業・研究機関等

の開放特許等の知的財産を中小企業に紹介する交流会や個別マッチングを行うとともに、
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マッチング成立後の製品開発や販路開拓など製品化・事業化に向けた総合的な支援を行

います。 

 

 また、知的財産交流会のネットワークを全国に広げ、各地域の産業の強みを活かした

オープンイノベーションを促進するとともに、中小・ベンチャー企業が保有する知的財

産を大企業と連携して事業化するなど、双方向のマッチングを推進します。 

 

 

 

 

 

 

   

 

② 知的財産シンポジウムの実施(重点事業) 

    大企業、大学・研究開発機関等のシーズ活用事例などを紹介し、中小企業の知的財産

活用への関心を高め、新事業展開を促進するためのシンポジウムを開催します。 

  ③ 中小企業と大学の連携の促進 

    大学の研究シーズを活用した中小企業の製品開発のほか、大学の研究活動に必要な実

験装置や部材等の試作開発を中小企業がサポートする「試作開発促進プロジェクト」な

どを通じ、中小企業と大学の双方向による交流を促進します。 

  ④ 環境技術情報の収集・発信 

    臨海部を始めとした市内に集積する優れた環境技術を国内外に紹介するとともに、専

門機関と連携して知的財産保護についてのアドバイスを行いながら、「川崎国際環境技

術展」などを通じて、国内外への技術移転を促進します。 

  ⑤ かわさき科学技術サロンの実施 

    川崎発のイノベーションを活性化する知の交流拠点を形成し、オープンイノベーショ

ンを促進していくため、様々な組織に所属する分野の異なる研究者・技術者が互いの顔

の見える交流や知的刺激を得られる場を提供するため「かわさき科学技術サロン」を開

催します。 

  ⑥ 成長分野における交流の促進 

    中小企業の技術力・開発力の強化に向けて、今後の成長が期待される製造技術・情報

通信・環境・福祉・ライフサイエンス等の分野や、脱炭素・ＳＤＧｓ・デジタル化など

の社会経済環境の変化に対応した分野での交流を促進します。 

  ⑦ 中小企業とクリエイター・デザイナーの連携の促進 

中小企業とクリエイター・デザイナーとのマッチング機会の提供やセミナーの開催等

を通じて、高付加価値な製品づくり、効果的な販売促進などを図り、新産業の創出や新

製品・新サービスの実現を促進します。 

広域連携によるマッチング事例 

【事例１】川崎市の光学映像機器メーカーと郡山市のプラスチック製品用金型メーカーによる

マイクロスコープを活用した新規分野での協業 

【事例２】川崎市の環境樹脂の成形加工メーカーと沖縄県の一般社団法人による沖縄産ハーブ

を使用した新商品開発の取組 
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（７）事業化支援 

  ① ブランド化の支援 

    「川崎ものづくりブランド」の工業製品・技術等の認定制度、市内最高峰の匠「かわ

さきマイスター」の認定制度、福祉製品の独自基準「かわさき基準（KIS）」の認証など

により、優れたものづくり製品・技術の価値を高め、広めていく取組を推進します。 

  ② 販路開拓の支援 

    優れた知的財産を活用した新製品など、多岐にわたる新技術や製品の展示・実演の場

を提供し、企業製品及び技術力の PR・販路の拡大・商取引の促進を図るため、大型展示

会の共同出展や展示会への出展支援等を行います。 

  ③ 資金調達の支援 

    優れた技術やノウハウなどの知的財産を活用した事業化に要する資金調達に対応す

るため、信用保証協会や金融機関との協調による融資制度により支援するとともに、民

間金融機関やベンチャーキャピタルとの積極的な連携を図っていきます。  

 ④ ビジネスオーディションの開催 

    様々な分野のビジネス･アイデアを公募し、優れたアイデアには信用保証協会や金融

機関との協調による融資制度との積極的な連携やベンチャーキャピタル等との出会い

の場の提供などの特典を付与するほか、各ステージに応じた専門家による継続的なアド

バイスなどのサポートを行います。 
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資料編 

１ 川崎市知的財産交流事業 
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２ 知的財産交流事業での他都市との連携状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 知的財産交流事業における成約事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



8 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 
 

 
 

 

 

 



11 
 

４ 新聞掲載一覧 
 

掲載日 新聞社名 企業名 内 容 

2018.04.03 日刊工業新聞 前川製作所/川崎市 
大企業の試作、中小に 川崎市が受発注

を橋渡し  

2018.04.13 日刊工業新聞 川崎市 
知財活用で中小振興 川崎市が新８カ年

戦略 

2018.04.24 日刊工業新聞 川崎市 
自治体間連携による新たな産業振興モデ

ルの構築を目指して 

2018.06.22 岳南朝日 富士宮市/川崎市 
今なぜ川崎モデルを学ぶのか 知的財産

事業から知財マッチンク企業 

2018.06.25 日刊工業新聞 川崎市他 製品化アイデア中小に提案 

2018.06.26 日刊工業新聞 
ポリプラスチックス/川崎

市 

中小大企業・イノベ創出に拍車 接点つ

くり直の交流支援 

2018.07.11 日刊工業新聞 川崎市 
川崎モデルに新展開 大手・中小の関係

深める 

2018.08.27 日刊工業新聞 川崎信用金庫 
知財マッチング 大手と中小仲介 来月

交流会 

2018.09.03 日本経済新聞 八尾市/川崎市 
大企業の休眠特許活用 西の八尾、東の

川崎キラリ 

2018.10.08 福島民報 福島県/川崎市 
休眠特許活用へ官民組織 中小企業の製

品開発支援 川崎モデルの実績も参考に 

2018.10.12 日刊工業新聞 川崎信用金庫 

開放特許活用 川崎で加速 知財交流会

にクリエーター「アイデア製品化できそ

う」中小も前向き  

2018.11.20 山形新聞 川崎市/山形県 

大手の特許使って成長 高畠置賜の製造

業者ら交流 川崎市と同連絡会の連携で

実施 

2018.11.20 米沢新聞 川崎市/山形県 

大手企業との連携を模索 高畠町「開放

特許」軸に知財交流会 川崎市のアルフ

ァメディアも成光事例を説明 

2019.01.10 日刊工業新聞 川崎市/郡山市 
「川崎モデル」の知財マッチング 福島

県と郡山市で２３日交流会開催 

2019.01.24 福島民報 川崎市/郡山市 

ビジネス関係構築へ 郡山でマッチング

交流会 川崎の森田テックが成功事例紹

介 

2019.05.14 讀賣新聞 マイス/日産自動車 
きらり企業 部品定数供給装置で夢実現 

日産の「開放特許」を活用 

2019.06.04 日刊工業新聞 きらぼし銀行/川崎市 
７月に川崎市、産業他と「ＩＣＴ知的財

産マッチング会」開催 

2019.06.06 讀賣新聞 
ミートエポック/明治大学

他 

鮮魚シートに包んで熟成 短期間で簡単 

うま味格別 川崎北部市場水産仲卸協同

組合で「熟鮮魚」 
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掲載日 新聞社名 企業名 内 容 

2019.08.24 東京新聞 ＪＡセレサ/川崎市他 

辛くない新品種トウガラシ 「香辛子」

市の名産品に フルーツに似た香り 生

食ＯＫ  

2019.10.09 東京新聞 菓子匠末広庵/森永製菓 

体脂肪抑える大福 特許技術使い完成 

「エンゼルのほっぺ」 末広庵発売 抹

茶とチョコ特定比率で組み合わせ 

2019.10.09 日本経済新聞 菓子匠末広庵/森永製菓 

スエヒロ、川崎の「知財交流事業」 特

許で和菓子「エンゼルのほっぺ」  体

脂肪低減効果、１円寄付も 

2019.10.10 讀賣新聞 菓子匠末広庵/森永製菓 
特許技術で和スイーツ 体脂肪低減効果

を期待 

2019.10.10 神奈川新聞 菓子匠末広庵/森永製菓 
健康的和菓子が誕生 森永の特許×老舗

の製法 初年度１０万個目指す 

2019.10.11 日刊工業新聞 ゼンク/ＮＴＴ 
おすすめ商品、自動提示 飲食店など向

けシステム開発 

2019.11.01 神奈川新聞 菓子匠末広庵/森永製菓 
ビジネスウエーブ 森永製菓の特許を活

用 「ギルトフリー」な和スイーツ 

2019.12.11 神奈川新聞 コアフューテック 
かわさき商工人 介護悩み解消へ新技術 

松本正己社長 

2020.02.06 日刊工業新聞 
マイクロネット/日産自動

車 

工場の異音・騒音 可視化 日産ライセ

ンス活用 

2020.02.15 福島民報 福島県 
知財活用の支援策学ぶ 西郷新白河で 

事業者向け講演会 

2020.03.14 讀賣新聞 アルテ 

食パンでおいしく健康 コレステロール

抑制素材配合 川崎の専門店 開発・販

売 

2020.03.23 日刊工業新聞 わざあり/味の素/川崎市 
オリーブオイルに香り 川崎産新種ハー

ブ使用 広域連携で開発「香力」 

2020.03.25 朝日新聞 アルテ 
悪玉コレシテロールを抑える食パン 麻

生区の専門店が開発 

2020.03.27 神奈川新聞 わざあり/味の素/川崎市 

川崎の唐辛子、相模原の企業が商品化 

香辛子 わざあり逸品に 辛味弱めのオ

リーブオイル 

2020.04.02 神奈川新聞 わざあり/味の素/川崎市 
辛味なくフルーティー 「香辛子」でオ

リーブオイル 

2020.04.22 朝日新聞 わざあり/味の素/川崎市 
川崎初の「香辛子」オリーブオイルに 

辛味抑えたトウガラシ 

2020.04.28 日刊工業新聞 川崎信用金庫 
知財マッチング推進 川崎モデルの一翼 

幅広い情報網駆使 

2020.08.13 日本経済新聞 川崎市産業振興財団 
事業創造に必要な「お節介」 木村担当

課長 
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掲載日 新聞社名 企業名 内 容 

2020.08.25 福島民報 
トラスト企画/富士通/ 

いわき市/川崎市 

抗菌クッション開発 光に反応し効果 

開放特許を活用 福島県支援支援事業第

１号  

2020.08.27 日刊工業新聞 
トラスト企画/富士通/ 

いわき市/川崎市 

光触媒のチタンアパタイト 抗菌や水質

維持 富士通とライセンス契約 

2020.09.03 福島民報 
トラスト企画/富士通/ 

いわき市/川崎市 

「知的財産」活用 企業が成果発表 県

マッチング支援事業 

2020.09.04 福島民友 
トラスト企画/富士通/ 

いわき市/川崎市 

抗菌新製品３種類 いわきの企業開発 

県マッチング支援第１号 

2020.09.26 朝日新聞 吉田ジェラート 川崎「香辛子」ジェラートに 

2020.09.26 神奈川新聞 まんまｍｉｙｕ 

香味野菜から香り抽出 爽やかなフレー

バー演出 「香辛子」を使ったオリーブ

オイル香力 

2020.09.29 讀賣新聞 川崎市他 
「香辛子」目指せ川崎名物 市が開発、

普及促進 シロップ、ジャム…商品続々 

2020.10.15 讀賣新聞 崎陽軒 香辛子×杏仁ソフト ハロウィーン限定 

2020.10.15 東京新聞 崎陽軒 
トウガラシトッピング 杏仁ソフト販売 

辛さ控えめ「香辛子｝ 

2020.11.20 静岡新聞 川崎市産業振興財団 
川崎モデル清水でも 知的財産中小に紹

介 櫻井亨氏が講演 

2020.12.04 日刊工業新聞 松本製作所 
マスクに好みの香り付け クリップ・ケ

ース発売 

2020.12.04 神奈川新聞 松本製作所 

ビジネスウエーブ マスクの収納に安全

と癒しを マスククリップ＆マスクケー

ス 

2020.12.07 東京新聞 菓子匠末広庵 

音楽文化振興団体に川崎の末広庵が寄附 

「エンゼルのほっぺ」などの売り上げの

一部、６万円 

2021.01.11 日刊工業新聞 
マイス/川崎市産業振興財

団 

大企業の開放特許 市内中小とマッチン

グ 川崎モデル、全国展開狙う 

2021.02.08 東京新聞 パティスリーエチエンヌ 

川崎生まれ香辛子＋チョコのスイーツ 

バレンタイン向け１１日から１５０本限

定販売 

2021.02.10 讀賣新聞 パティスリーエチエンヌ 
チョコサラミ大人の辛さ 香辛子使用限

定販売 

2021.02.11 神奈川新聞 パティスリーエチエンヌ 
「香辛子」を使ったスイーツ 香辛子チ

ョコレートサラミを発売 

2021.02.12 朝日新聞 パティスリーエチエンヌ 
川崎の新種トウガラシを使用 チョコっ

とピリリ 香辛子チョコレートサラミ 
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掲載日 新聞社名 企業名 内 容 

2021.02.24 日刊工業新聞 
川崎市産業振興財団/川崎

市 

地方創生で討論会 知財活用を紹介 

「地方創生オープンイノベーションフォ

ーラム～ａｆｔｅｒコロナを見据えた川

崎モデルの新展開に向けて～」開催 

2021.03.19 日刊工業新聞 
川崎市産業振興財団/川崎

市 

双方向で特許を活用 「地方創生オープ

ンイノベーションフォーラム」 

2021.03.28 神奈川新聞 川崎市他 
川崎発「香辛子」全国へ 普及目指し苗

を販売 新種の唐辛子 
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